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            上
滝
自
治
会
の
大
野
豊
さ
ん
（
７
５
歳
）
が

１
１
月
９
日
東
京
国
立
劇
場
で
の
秋
の
叙

勲
・
褒
章
授
与
式
で
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
、

皇
居
で
は
天
皇
陛
下
か
ら
激
励
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
 

大
野
さ
ん
は
桧
皮
師
と
し
て
、
こ
の
道
一
筋

６
０
年
以
上
も
の
間
、
ヒ
ノ
キ
の
皮
を
採
取
し

て
全
国
各
地
の
国
宝
、
重
要
文
化
財
の
社
寺
の

修
復
に
納
め
ら
れ
て
こ
ら
れ
、
そ
の
業
績
を
た

た
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。
大
野
さ
ん
の
桧
皮
が

使
わ
れ
て
い
る
代
表
的
な
と
こ
ろ
で
は
善
光

寺
、
二
条
城
、
住
吉
大
社
な
ど
で
そ
の
他
に
も

た
く
さ
ん
の
国
宝
・
文
化
財
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

７
５
歳
の
大
野
さ
ん
は
今
も
山
に
入
っ
て

は
仕
事
を
続
け
ら
れ
て
お
り
、
京
都
や
静
岡
ま

で
出
張
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
は
息
子
さ
ん

（
浩
二
氏
、
４
５
歳
）
が
技
術
を
受
け
継
ぎ
、

父
の
代
か
ら
子
の
代
へ
３
代
に
渡
っ
て
伝
統

技
術
を
継
承
し
て
こ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

原
皮
師
の
技
術
を
後
世
に
残
す
た
め
の
指
導

に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
、
全
国
各
地

の
国
有
林
に
出
向
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ほ

ど
長
く
桧
皮
師
と
し
て
続
け
ら
れ
て
き
た
こ

と
を
う
か
が
う
と
、
 

       「
体
が
丈
夫
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

仕
事
を
通
じ
て
多
く
の
方
か
ら
信
用
さ
れ
て

き
た
こ
と
が
大
き
い
。」
と
振
り
返
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

                        

     県
道
７
７
号
線
バ
イ
パ
ス
と
し
て
、
太
田
の

愛
宕
山
ト
ン
ネ
ル
建
設
工
事
が
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
工
期
は
来
年
３
月
２
５
日

ま
で
。
 

（
株
）
新
井
組
に
よ
る
工
事
は
延
長
３
６
０

ｍ
（
ト
ン
ネ
ル
延
長
７
４
ｍ
、
道
路
幅
員
６
ｍ

＋
片
側
歩
道
２
．
５
ｍ
）
の
工
事
で
す
。
 

９
月
に
坑
口
の
立
木
伐
採
、
１
０
月
か
ら
ト

ン
ネ
ル
東
側
バ
イ
パ
ス
道
路
上
（
約
１
４
０

ｍ
）
に
受
変
電
室
・
資
材
倉
庫
・
試
験
室
・
休

憩
所
・
監
督
室
詰
所
・
火
薬
類
取
扱
所
・
吹
付

プ
ラ
ン
ト
・
給
水
槽
等
が
施
工
さ
れ
、
掘
削
機

な
ど
多
く
の
大
型
機
械
が
搬
入
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
同
時
に
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る

周
辺
住
民
へ
の
住
居
診
断
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 現
在
は
愛
宕
山
東
側
坑
口
部
の
機
械
掘
削

に
よ
る
防
音
ド
ー
ム
・
扉
の
設
置
工
事
が
行
わ

れ
て
お
り
、
今
後
発
破
に
よ
る
騒
音
・
振
動
の

テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
１
２
月
か
ら
発
破
を
使
用

（
１
日
４
回
程
度
）
し
た
昼
夜
連
続
の
ト
ン
ネ

ル
掘
削
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。
 

こ
の
掘
削
工
事
は
本
年
中
に
完
了
の
予
定

で
来
年
２
月
か
ら
ト
ン
ネ
ル
天
井
部
の
工

事
・
床
部
の
舗
装
工
事
・
撤
去
工
事
、
４
月
か

ら
ト
ン
ネ
ル
内
の
照
明
施
工
の
予
定
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 南
バ
イ
パ
ス
推
進
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
太

田
自
治
会
長
の
中
西
幸
男
さ
ん
は
「
騒
音
や
振

動
の
低
減
、
ず
り
（
掘
削
残
土
）
持
出
し
時
の

交
通
対
策
等
、
児
童
・
生
徒
・
通
行
車
両
・
周

辺
住
民
へ
の
安
全
の
徹
底
を
施
工
業
者
に
申

し
入
れ
て
い
ま
す
。
上
久
下
地
域
の
皆
さ
ま
に

は
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
と
思

い
ま
す
が
ご
協
力
の
ほ
ど
を
お
願
い
し
ま

す
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

  
お
た
よ
り
コ
ー
ナ
ー 

 １
１
月
８
日
、
発
掘
現
場
を
見
学
に
き
た
福

井
県
勝
山
恐
竜
研
究
会
（
１
２
名
）
の
会
長
か

ら
の
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
同
研
究
会
は

国
内
最
大
の
福
井
恐
竜
博
物
館
の
あ
る
勝
山

で
恐
竜
を
研
究
し
て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
グ
ル

ー
プ
で
す
が
、
も
っ
て
い
る
知
識
は
相
当
な
も

の
で
、
彼
ら
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
地
元
上
久

下
の
住
民
と
し
て
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

以
下
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

 先
日
、
丹
波
竜
発
掘
現
場
を
訪
れ
た
際
、
親

切
丁
寧
な
説
明
を
頂
き
、
よ
く
解
り
ま
し
た
。

会
員
一
同
感
謝
し
ま
す
。
特
に
発
見
当
時
か
ら

３
次
発
掘
ま
で
の
説
明
の
な
か
で
感
銘
を
う

け
た
の
は
 

① 

勝
山
で
は
骨
が
ば
ら
ば
ら
で
産
出
す
る

が
、
丹
波
で
は
そ
れ
が
か
た
ま
っ
て
倒
れ

た
ま
ま
の
形
で
で
て
い
る
の
に
は
、
勝
山

と
比
較
に
な
ら
な
い
迫
力
が
あ
り
ま
す
。
 

② 

丹
波
竜
の
骨
が
大
き
い
こ
と
に
お
ど
ろ

き
ま
し
た
。
 

③ 

ろ
っ
骨
、
尾
椎
が
並
ん
で
で
る
の
は
圧
巻

で
し
た
。
 

④ 

脳
函
が
出
た
こ
と
は
種
類
の
決
定
に
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
よ
う
に
思
い
ま
し

た
。
 

か
み
く
げ
恐
竜
の
里
新
聞

か
み
く
げ
恐
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聞
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五
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旭
日
双
光
章
を
受
章
 

秋
の
叙
勲
・
褒
章
で
大
野
豊
さ
ん（
上
滝
）

篠
山
-山
南
線
愛
宕
山
ト
ン
ネ
ル
 

建
設
工
事
始
ま
る
（
太
田
）
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     第
３
５
回
上
久
下
地
区
文
化
祭
が
１
１
月

３
日
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
期
に
し
て
は
異
常
な
程
に
気
温
が

下
が
っ
た
一
日
で
し
た
が
、
地
区
内
か
ら
２
０

０
人
余
り
が
参
加
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
館
、
多
目
的
ル
ー
ム
で
は
茶
道
の
薄
茶

サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、華
道
展
、菊
花
・
盆
栽
展
、

写
真
展
、
手
芸
・
編
み
物
展
、
小
学
校
・
幼
稚

園
の
作
品
展
な
ど
、
数
多
く
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
 

裏
庭
で
は
青
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

が
軽
食
な
ど
の
バ
ザ
ー
を
開
き
、
中
庭
で
は
畑

内
郷
ク
ラ
ブ
の
ポ
ン
菓
子
・
野
菜
市
や
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
「
み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」

で
豆
を
つ
ま
ん
で
皿
に
移
す
競
技
な
ど
に
人

が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
 

小
学
校
児
童
に
よ
る
「
上
久
下
ソ
ー
ラ
ン
」

で
始
ま
っ
た
文
化
発
表
会
で
は
特
設
ス
テ
ー

ジ
上
で
の
各
ク
ラ
ブ
、
団
体
に
よ
る
歌
や
お
ど

り
や
琴
の
演
奏
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
恒

例
と
な
っ
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
餅
ま
き
大
会

で
は
参
加
者
が
 

集
中
し
、
上
 

久
下
の
活
気
 

が
感
じ
ら
れ
 

ま
し
た
。
 

     

                                    

                          今
年
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
「
道
で
元

気
・
風
景
街
道
」「
ま
る
ご
と
時
代
の
博
物
館
」

が
１
２
月
６
日
、
発
掘
現
場
駐
車
場
（
元
気
村

か
み
く
げ
）
か
ら
上
滝
発
電
所
跡
ま
で
の
市
道

で
「
旧
上
久
下
村
営
発
電
所
の
改
修
を
記
念
し

て
大
正
ロ
マ
ン
を
活
か
し
て
地
域
の
活
力
を

再
生
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
ま
す
。
 

上
久
下
地
区
内
か
ら
集
め
ら
れ
た
当
時
を

思
い
浮
か
べ
る
ラ
ン
プ
、
電
球
、
蓄
音
器
、
電

話
機
、
電
灯
の
傘
な
ど
電
気
関
係
の
出
品
や
写

真
展
、
水
車
や
い
ろ
い
ろ
な
農
器
具
な
ど
の
展

示
の
ほ
か
焼
き
芋
、
う
ど
ん
、
お
に
ぎ
り
の
バ

ザ
ー
や
化
石
発
掘
体
験
、
農
野
菜
販
売
な
ど
多

彩
に
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

駐
車
場
に
建
設
中
の
ト
イ
レ
施
設
も
そ
の

日
ま
で
に
使
用
可
能
と
な
り
、
発
電
所
内
部
も

２
階
部
分
に
限
定
し
て
当
日
に
は
内
部
を
開

放
し
て
展
示
を
行
い
ま
す
。
 

イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る
自
治
協
議
会
と
里

づ
く
り
協
議
会
で
は
「
上
久
下
地
域
の
文
化
資

源
の
一
つ
、
発
電
所
跡
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

先
人
の
残
し
た
遺
産
を
再
確
認
す
る
た
め
に

も
地
域
内
か
ら
多
数
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

丹
波
竜
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ち
ー
た
ん
」
も
や

っ
て
き
ま
す
よ
。
子
供
さ
ん
も
た
く
さ
ん
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
 

                   ―
―
―
 
１
２
月
の
予
定
 
―
―
― 

◆
１
２
月
１
日
（
火
）
 
第
４
次
化
石
発

掘
調
査
説
明
会
 
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
 
午
前
１
０
時
よ
り 

◆
１
２
月
６
日
（
日
）
 
道
で
元
気
・
風

景
街
道
イ
ベ
ン
ト
 
午
前
１
０
時
よ
り 

上
久
下
地
区

文
化
祭
が
開
か
れ
る
 

「
道
で
元
気
・
風
景
街
道
」

開
催
予
定
！
 


